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今号のテーマ トラック運転者の改善基準告示（物流働き方改革）について
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改善基準告示とは「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（厚生労働大臣告
示）」のことを言い、自動車運転者の長時間労働を防ぐことは、労働者自身の健康確保
のみならず、国民の安全確保の観点からも重要であることから、トラック、バス、ハイ
ヤー・タクシー等の自動車運転者について、労働時間等の労働条件の向上を図るため拘
束時間の上限、休息期間について基準等が設けられています。
改善基準告示は、法定労働時間の段階的な短縮を踏まえて見直しが行われた平成9年以

降、改正は行われていませんでしたが、令和4年12月に自動車運転者の健康確保等の観
点により見直しが行われ、拘束時間の上限や休息期間等が改正されました（令和6年4月
1日施行）。

改善基準告示制定の経緯

改善基準告示の策定（平成元年）

・長時間労働、交通事故の増加

・路面運送における労働時間及び

　休憩期間に関するILO条約の採択

　（昭和52年）

中央労働基準審議会において関係

労使で議論を行い、これまでの局

長通達を大臣合意とすることで労

使が合意

拘束時間、休憩時間等の基準を

定めた局長通達の策定（昭和52年）

働き方改革関連法により、自動車運転の業務に

も時間外労働の上限が設けられた（令和6年3月

31日まで適用猶予）ことから、改善基準告示に

おいても、当該上限規制に合わせ、拘束時間、

休憩期間等について見直しを行った。

労働時間等の改善を定めた

局長通達の策定（昭和42年） 働き方改革関連法を踏まえた改善基準告示の

改正（令和4年12月公布、令和6年4月1日施行）

改善基準告示改正のポイント

改正前

１年の拘束時間 3,516時間

1か月の拘束時間
原則293時間

最大320時間

原則：284時間

最大：310時間

※1年の拘束時間が3,400時間を超えない範囲で年6回まで。

※284時間を超える月が3か月を超えて連続しないこと。

※月の時間外・休日労働が100時間未満となるよう努める。

1日の拘束時間

原則：13時間以内

最大：16時間以内

※15時間超は1週間2回以内

原則：13時間以内

最大：15時間以内 ※14時間超は1週間2回以内

休息期間 継続8時間以上

連続運転時間

4時間を超えないこと。

※30分以上の休憩の確保

（1回10分上で分割可）

4時間を超えないこと。

※30分以上の休憩の確保

（1回概ね10分上で分割可）

※「1回概ね10分上」とは、10分未満の運転の中断が3回

　　以上連続しないこと。

※運転の中断は、原則休憩とする。

改正後

原則：3,300時間

継続11時間を基本とし、9時間下限
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